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出し、ケーニヒスベルクなどを転々とする。その後、1807 年 7 月のティルジット講和条約によりプ
ロイセンはフランスから屈辱的な条件を飲まされる。極貧の逃亡生活に身をやつしていたフィヒテは
敗戦後のベルリンに舞い戻り、ベルリン大学新設の建白書の起草をバイメから勧められ、これを引き
受ける 3。この構想を進めるのと同時に、1807 年の 12 月から『告ぐ』の講義を、『現代の根本特徴』（Die 











をとる理性一般の支配からの､ 解放の時期｡ あらゆる真理にたいする絶対的な無関心と､ 何の手がかりもない完全
に非拘束の時代｡ 完全に堕罪の状態。（4）理性知識の時期｡ 真理が最高のものとして認められ､ 最も愛好される時
− 24 −
オンの占領下における、愛国心を鼓舞するような講義は、当局に目をつけられる危険をともない、文









































































































回の講義』（Einige Vorlesungen über die Bestimmung des Gelehrten,1794）を始めた当初にかけられた嫌
疑 21 などの妨害を受けることなく、当局の監視からある程度自由に 22、比較的理解のある人々に向けて
17　「両親・弟・妻への手紙」（『フィヒテ全集…補巻…フィヒテの生涯』所収、隈元忠敬／井戸慶治訳）晢書房、2006 年、
100 頁。































































































































































































































































































































































































































































・『ゲルトルート児童教育法』（Wie Gertrud ihe Kinder lehrt, ein Versuch den Müttern Anleitung zu geb-
en, ihre Kinder selbst zu unterrichten,…1801）
・『人間本性にふさわしい教育方法を伝えるための見解、経験と手段』（Ansichten, Erfahrungen und 
Mittel zur Beförderung einer der Menschennatur angemessenen Erziehungsweise,…1807）
















89　土戸敏彦「教育における当為一元論の終焉 -- ペスタロッチとフィヒテの場合」（『教育哲学研究』（46）所収）、1982 年。
原聡介「フィヒテの国民教育論に対するヘルバルトの批判について」（『教育哲学研究』（24）, 所収）1971 年。
